
実施期間
2014 年 2月 9日（日）～
15 日（土）中東 2ヵ国視察ミッション

実施場所

担当者

ドバイ、イスタンブール

一般財団法人　中東協力センター

中村　誠

目　　的 大阪商工会議所の会員企業・個人から成るビジネスミッションをドバイおよびイスタンブールに派遣し、本邦・現地の関係
機関・企業の視察とブリーフィング等により、同地域で新たな拠点を設立する際に必要な投資、ビジネス環境等を視察する。

実施内容 2月 9 日（日） 関西国際空港出発
2月 10 日（月） ドバイ到着、Dubai Airport Free Zone (DAFZ) 訪問
　　　　　　　  JETRO ドバイ訪問、日系企業との交流会
2月 11 日（火） ドバイポーツワールド訪問、Middle East Electricity 視察
2月 12 日（水） ドバイ出発、イスタンブール到着
                    日系企業との交流会（日本・東京商工会議所ミッションと合流）
2月 13 日（木） 大成建設訪問、ダイキン訪問
2月 14 日（金） トルコ現地企業との交流会、トルコ投資庁訪問、イスタンブール出発
2月 15 日（土） ドバイ経由　関西国際空港到着

● 参加者
大阪商工会議所　 会員企業・個人　16 社 18 名
大阪商工会議所　 2 名
中東協力センター　1名
計 21 名

日本・東京商工会議所ミッション（トルコのみ合流）
 参加企業 12 社 12 名
 日本・東京商工会議所 2 名
計 14 名

結果・成果 今回、建国 40 余年を迎える UAE の都市ドバイと、トルコ共和国の歴史ある街イスタンブールという、対照的な 2 か所を訪
問した。
発展を続ける両都市を実際に訪問し、参加者は、ドバイおよびイスタンブールが、中東・欧州・北アフリカ・中央アジア市
場への “Gateway” であるという、両都市の持つ優位性に、新鮮な驚きを覚えた。
参加された方々にとって、今後の投資先としての中東進出をご検討いただく際に、今回のミッションは、非常に有意義な視
察となったと考えられる。

実際、本ミッションに参加された方から、
・ 中東は初めてだったが、中東の経済発展、欧州・中央アジア・イラン等との結びつきの強さに衝撃を受けた。日本企業はもっ
とこの地域に目を向けるべきだ。
・ 中東協力センターからの支援のおかげで、大変貴重な機会とすることができた。
・ 中東協力センターとのご縁が一過性でないのは、大変有難い。ぜひ、今後、中東諸国への進出を考える場合には、中東協
力センターの投資促進支援制度の活用を検討したい。
との感想をいただいた。
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会議風景



一般財団法人　中東協力センター

目　　的 本事業は、現地の政治・経済・社会などの状況や現地におけるビジネス環境など中東地域に関する幅広い知識を習得すると
共に、現地政府・企業訪問、現場視察などの機会を通して、人的関係の構築を図ることで将来の中東地域におけるビジネス
形成に資することを目的とします。

実施内容 9月14日（金）から9月22日（土）の9日間に亘る行程で、サウジアラビア（リヤド、アルコバール）、バーレーン（マナマ）、UAE（アブダビ、ドバイ）
の各都市を回りました。各地で、現地政府関係機関や企業（国営石油会社や民間企業）への訪問と面談、日本企業にゆかりのある現地工場
の視察、現地で活躍する日系企業の駐在員の方々との交流などを実施いたしました。
＜サウジアラビア（リヤド、アルコバール）＞ ミッション初日のリヤドでは、先ずジェトロ・リヤド事務所を訪問、サウジアラビアの経済・
ビジネス情勢についてブリーフィングを受けました。その後はみずほサウジアラビアに移動、同社の概要について説明があり、さらに現
地ファイナンス事情や投資家の投資姿勢等について質疑応答を行いました。二日目は NICDP を訪問し同組織の政策や活動状況について説
明を受けました。続くMODON訪問では、MODONの手がける工業団地と企業誘致におけるコンセプトやインセンティブ等の説明がありま
した。そしてアル・ボサイリー弁護士事務所との面談では、日本企業のサウジアラビア進出の際の法律上の留意点と最近の同国の法改正
についてレクチャーを受けました。三日目はサウジアラビア東部のアルコバールに移動し、最初に ARAMCO の New Business 
Development 部門を訪問し、同部門の紹介を受けた後、ミッションメンバーの 3 社からプレゼンを実施しました。その後は日阪製作所
Middle Eastへの訪問、面談を経て、続いて訪問したHitachi Saihatiでは、同社の設立経緯等をお聞きし、さらに同社の工場見学を行いました。
＜バーレーン（マナマ）＞ マナマでは、先ず Bahrain Economic Development Board を訪問、バーレーンの企業誘致戦略について説明を受
けました。続いてファハロ商工大臣を角バーレーン大使と共に表敬後、Bahrain Logistic ZoneとBahrain International Investment Park を訪
問し、両組織が運営する物流基地と産業施設についてプレゼンを受けました。続くNOGA訪問では、バーレーンの石油・ガス産業の政策
について詳細な説明がありました。さらに横河電機Middle East を訪問し、同社の事業概要について説明を受けました。
＜UAE（アブダビ、ドバイ）＞ アブダビでは、中東協力センターUAEジャパンデスクから、UAE の経済とビジネス情勢についてのブリーフィ
ング、また、ピルズベリ・ウィンスロップ・ショー・ピットマン法律事務所から、UAE の法規制とアブダビ進出における法律上の留意点
等の説明を受けました。続いてADNOCを訪問、同社グループを含む企業概要についてプレゼンがありました。同日午後はMASDARを視察、
再生可能エネルギーを中心とした未来都市の説明を受けました。翌日はドバイに移動し、ジュベリアリ・フリーゾーンを訪問、施設の説
明を受けた後、バスにて港湾施設内を視察しました。最後にジェトロ・ドバイ事務所を訪問し、中東・北アフリカ情勢全般についてブリー
フィングを受けました。

結果・成果 9 日間で 3ヵ国 5 都市を廻るハードスケジュールでしたが、各国の共通点と相違点を認識できたこと、現地の経済・政治情
勢や法制度について理解を深められたことを多くの参加者が成果と感じました。また、今次ミッションが異業種のメンバー
で構成されていたことや、参加者の中に中東地域を担当するビジネスマンが複数いたことから、訪問先では様々な視点から
質問や提案がなされ、訪問先との議論は厚みのあるものとなりました。本ミッションを契機に、一部の訪問先と実際にビジ
ネス関係を構築した参加企業もありました。

ミッション
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Dubai Airport Free Zone JETRO ドバイ

Dubai Ports World Middle East Electricity（展示会）

在イスタンブール　日系企業との交流会 大成建設

トルコ現地企業との交流会 トルコ投資庁
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